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平成31年 3 月31日付　　：大阪市を退職、翌 4 月 1 日に地方独立行政法人　大阪市博物館機構に移行




































（ 1 ） 遺跡から出土する石製品の石材に関する文化地
質学的研究
（ 2 ） 白亜紀・古第三紀放散虫化石に関する研究
（ 3 ） 津波被災した地質標本の修復に関する予察的・
実験的研究
（ 4 ） 地質現象の「見える化」実演実験の開発とその
博物館学的研究
■和田　　岳（動物研究室）
（ 1 ） ヒヨドリの採食生態に関する研究
（ 2 ） 大阪の鳥類及び哺乳類・両生爬虫類の分布調査
（ 3 ） 大和川下流域及び周辺ため池の水鳥の個体数
調査
（ 4 ） 大阪府を中心とする外来鳥類・外来哺乳類の
生息状況調査
■石田　　惣（動物研究室）
（ 1 ） 大阪近郊における外来無脊椎動物の分布と生態
（ 2 ） 大阪湾及び周辺海域の無脊椎動物相
（ 3 ） 博物館標本から推定する生物相の変遷
（ 4 ） 軟体動物の生態学・行動学的研究
（ 5 ） 自然史映像のアーカイビングとその活用
■松井　彰子（動物研究室）
（ 1 ） 沿岸性魚類の系統地理学的研究
（ 2 ） ハゼ科魚類の生態学的研究
（ 3 ） 大阪府および大阪湾の魚類相
（ 4 ） 大阪府周辺における外来魚の分布変遷と生態
■初宿　成彦（昆虫研究室）
（ 1 ） 近畿地方の昆虫の分布（甲虫、セミ、外来種など）
（ 2 ） 新生代の昆虫化石（遺跡の昆虫遺体を含む）
■松本　吏樹郎（昆虫研究室）
（ 1 ） ヒメバチ科の分類・系統・行動学的研究
（ 2 ） 近畿地方のハチ目昆虫相の解明
（ 3 ） アミメカゲロウ目の分類、生活史
（ 4 ） 近畿地方を中心とした外来昆虫の侵入と分布
拡大
■長田　庸平（昆虫研究室）
（ 1 ） シイタケ害虫チョウ目昆虫の総合的同定手法の
開発
（ 2 ） 農業害虫を含むハマキガ科（チョウ目）の分
類学的研究
（ 3 ） アサギマダラとその近縁種（チョウ目タテハチョ
ウ科）の地理的変異
（ 4 ） 東京都心部の都市部の昆虫相調査
■佐久間　大輔（植物研究室）
（ 1 ） 本郷次雄菌類関連資料及びアマチュアによる菌
類資料のアーカイブ化及び分子生物学的利用
（ 2 ） 里山利用の民俗生態学的研究
（ 3 ） 丘陵地植物群集の景観生態学的研究




（ 1 ） 顕花植物の送粉者を介した生態的種分化




（ 1 ） 日本産ハナシノブ属の集団構造と集団動態
（ 2 ） 半自然草原の管理と植物群集の関係
（ 3 ） 絶滅危惧種の保全遺伝生態学






（ 3 ） 太古の鰭脚類（セイウチ、アシカなど）の形
態的研究
■石井　陽子（第四紀研究室）
（ 1 ） 大阪平野の第四系の地質層序と地質構造の研究
（ 2 ） 大阪平野のボーリング試料を用いた中・上部
更新統の火山灰層序の研究
（ 3 ） ボーリング標本を用いた小・中学校理科地学
分野の教材開発に関する研究
■中条　武司（第四紀研究室）
（ 1 ） 干潟・汀線などの沿岸域の微地形および地層
形成に関する研究
（ 2 ） 遺跡データに基づく大阪平野形成に関する研究
















































































































（課題番号：18K01115、 3 年継続の 2 年目）
○認証制度の実現に向けて、博物館法の関連する課題



































































































































































































































































































Watanabe K., Matsumoto R．（2020）Review of 
the Genus Pimpla Fabricius, 1804（Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Pimplinae）from Japan．Japanese 























































































































長 田 庸 平（2019） ク リ の 花 で 吸 蜜 す る ホ タ ル ガ．
Korasana（91）：14．

















































































































































































































長 田 庸 平（2019） 東 洋 区 を 中 心 に 分 布 す る 























































































Yu Fukasawa, Yoko Ando, Yoshitaka Oishi, Kimiyo 
Matsukura, Kunihiro Okano, Zewei Song, Daisuke 
Sakuma（2019）Effects of forest dieback on wood 
decay, saproxylic communities, and spruce seedling 
regeneration on coarse woody debris．Fungal 
Ecology 41：198-208
Yu Fukasawa, Yoko Ando, Satoshi N． Suzuki, Mineaki 
Aizawa, Daisuke Sakuma（2020）Climate influences 
the effect of fungal decay type on regeneration of 
Picea jezoensis var.  hondoensis seedlings on decaying 













リン」． ns. 65（ 4 ）：8, 16.
佐久間大輔（2019）世界の中の博物館、社会の中の博
物館． ns. 65（11）：2-4.
Daisuke SAKUMA（2019）The importance of citizens' 
communities around museums for building new 
activities and science communication.  Proceedings 























































Daisuke Sakuma（2019）Role of citizen scientists and 

















Tanaka Y． and Taruno H．（2019） The first cetacean 
record from the Osaka Group（Middle Pleistocene, 
Quaternary）in Osaka, Japan.  Paleontological 
Research. 23：166-173.※
Tanaka Y., Ohara M. and Kimura T.（2019).  A Large 
Fossil baleen whale from the Shikiya Formation








ランドでイルカ、クジラの進化を研究する ns. 65（4), 
2-3.

















ISHII Yoko（2019）Development of effective 
utilization method of borehole core samples in class 
by cooperation of teachers and museum curator. 












































講演　「自然史博物館のめざす活動」（2019. 6  大阪大
学科学系博物館連携クラスター「これからの自然科
学・博物館と市民」）
講演　「川原の石の見分け方」（2019. 8  京都市理科連
絡協議会研修会）













講演　市街地で繁殖する鳥．（2019. 5  大阪自然環境保
全協会　自然環境市民大学）





（2019. 9  日本動物学会第90回大阪大会　公開講演会）
講演　冬の果実と鳥の関係．（2020. 1  シニア自然大
学校）
講演　大阪の外来生物問題～カメ、鳥、アライグマ、





























































































ための方策」（2020. 1. 31） 大塚国際美術館
田中　嘉寛
北海道大学総合博物館資料部　研究員



















受入期間：平成31年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
有山　啓之 外来研究員 本人 石田　　惣




石田　路子 外来研究員 本人 石田　　惣
市毛　勝義 外来研究員 本人 松本吏樹郎
伊藤　建夫 外来研究員 本人 初宿　成彦
伊藤　　昇 外来研究員 本人 初宿　成彦
乾　　公正 外来研究員 本人 和田　　岳
乾　　美浪 外来研究員 本人 佐久間大輔
井上　泰江 外来研究員 本人 松本吏樹郎
宇都宮　聡 外来研究員 本人 田中　嘉寛
大石　久志 外来研究員 本人 松本吏樹郎
大古場　正 外来研究員 本人 石田　　惣
大谷　道夫 外来研究員 本人 石田　　惣
小倉　徹也 外来研究員 本人 川端　清司
小野山敬一 外来研究員 本人 松本吏樹郎
大庭　重信 外来研究員 本人 中条　武司
大宮　正也 外来研究員 本人 松本吏樹郎
加賀　達也 外来研究員 本人 松井　彰子
柿沼　進 外来研究員 本人 松本吏樹郎
笠城　道男 外来研究員 本人 松本吏樹郎
梶原　秀高 外来研究員 本人 長谷川匡弘
数見　保則 外来研究員 本人 佐久間大輔
角野　康郎 外来研究員 本人 横川　昌史
金澤　　至 外来研究員 本人 長田　庸平
川上　誠太 外来研究員 本人 石田　　惣
河上　康子 外来研究員 本人 松本吏樹郎
河村　善也 外来研究員 本人 田中　嘉寛
北村　美香 外来研究員 本人 石井　陽子
熊澤　辰徳 外来研究員 本人 松本吏樹郎
倉園　知広 外来研究員 本人 横川　昌史




篠川　貴司 外来研究員 本人 石田　　惣
島　絵里子 外来研究員 本人 佐久間大輔
島田　直人 研究生 杉浦　真治 初宿　成彦
清水　裕行 外来研究員 本人 松本吏樹郎
下野　義人 外来研究員 本人 佐久間大輔
釋　知恵子 外来研究員 本人 石井　陽子
鈴木　寿之 外来研究員 本人 松井　彰子
瀬戸　　剛 外来研究員 本人 長谷川匡弘
平　　祥和 外来研究員 本人 松本吏樹郎
髙萩　敏和 外来研究員 本人 佐久間大輔
竹本　拓史 外来研究員 本人 石井　陽子
谷田　一三 外来研究員 本人 松本吏樹郎
谷本　正浩 外来研究員 本人 田中　嘉寛
玉川晋二郎 外来研究員 本人 川端　清司
田村芙美子 外来研究員 本人 松本吏樹郎
樽野　博幸 外来研究員 本人 田中　嘉寛
塚腰　　実 外来研究員 本人 田中　嘉寛
長江眞紀子 外来研究員 本人 石田　　惣
中川亜希子 外来研究員 本人 横川　昌史
名部みち代 外来研究員 本人 佐久間大輔
鍋島　靖信 外来研究員 本人 石田　　惣
鳴橋　直弘 外来研究員 本人 長谷川匡弘
西澤真樹子 外来研究員 本人 和田　　岳
橋屋　　誠 外来研究員 本人 佐久間大輔
畑山武一郎 外来研究員 本人 初宿　成彦
波戸岡清峰 外来研究員 本人 松井　彰子
花﨑　勝司 外来研究員 本人 松井　彰子
濱田　信夫 外来研究員 本人 佐久間大輔
林　　寿一 外来研究員 本人 長田　庸平
板東　　誠 外来研究員 本人 佐久間大輔
藤江　隼平 外来研究員 本人 松本吏樹郎
別所　孝範 外来研究員 本人 中条　武司
堀江　明香 外来研究員 本人 和田　　岳
松江実千代 外来研究員 本人 石井　陽子
松岡　數充 外来研究員 本人 田中　嘉寛
松田　　潔 外来研究員 本人 初宿　成彦
調査研究事業
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松田　真平 外来研究員 本人 長田　庸平
松橋　義隆 外来研究員 本人 田中　嘉寛
丸井　英幹 外来研究員 本人 長谷川匡弘
道盛　正樹 外来研究員 本人 佐久間大輔
三井　聖子 外来研究員 本人 長谷川匡弘
森本　繁雄 外来研究員 本人 佐久間大輔
安井　通宏 外来研究員 本人 初宿　成彦
山住　一郎 外来研究員 本人 長谷川匡弘
山西　良平 外来研究員 本人 石田　　惣
山本　睦徳 外来研究員 本人 川端　清司
山本　好和 外来研究員 本人 佐久間大輔
渡辺　克典 外来研究員 本人 石井　陽子
渡部　哲也 外来研究員 本人 石田　　惣
受入期間：令和元年 7 月 1 日～令和 2 年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
植村　修二 外来研究員 本人 長谷川匡弘






Ando, K. （2019) A revision of the genus Phaedis 
Pascoe （coleoptera: tenebrionidae: stenochiinae) 
from Sumatra including Nias and Mentawai islands. 
Annales Zoologici, Warszawa 69（1): 1-52.
Ando, K. （2019) Noteworthy species of the genus 
Pseudonautes Fairmaire （Coleoptera, Tenebrionidae) 
H o u s e d  i n  t h e  S e n c k e n b e r g  D eu t s c h e s 
Entomologischesn Institut, with Descriptions of Six 
New Species. Elytra, Tokyo, New Series 9（1): 99-
115.
Ando, K. （2019) A new species of the Termitophilous 
Tenebrionid genus Mimoxenotermes Pic （Coleoptera, 
Tenebrionidae, Rhysopaussini) occurred in the 
Malay Peninsula. Elytra, Tokyo, New Series 9（2): 
353-357.
Ando, K. （2019) Taxonomic notes on the genus 
Phaedis Pascoe （Coleoptera, Tenebrion idae) from 
the Malay Peninsula with the description of six new 
species. Entomological Review, 99（7): 868-897.
Ariyama, H. （2019) Four species of Dulichiidae 
（Crustacea:Amphipoda) from Japan, with the 
description of a new genus and two new species. 
Species Diversity 24：29-48.
Ariyama, H. （2019) Two species of Ceradocus collected 
from coastal areas in Japan, with description of a 
new species （Crustacea:Amphipoda: Maeridae). 
Zootaxa 4658：297-316.
Ariyama, H. and Hoshino ,  O. （2020) A new 
superfami ly ,  fami ly ,  genus and species of 
marine amphipod, Protodulichia scandens , from 
Japan （Crustacea: Amphipoda: Senticaudata: 
Corophiida). Journal of Natural History 53:2467-
2477.
Ariyama, H. （2020) Species of the Maera-clade collected 
from Japan. Part 3: genera Maera Leach, 1814, 
Meximaera Barnard, 1969 and Orientomaera Ariyama, 
2018 （addendum), with a key to Japanese species 
of the clade （Crustacea:Amphipoda: Maeridae). 
Zootaxa 4743:451-479.
Belokobylskij, S. A. and Fujie, S. （2019) A new 
name for junior homonym of the Helconinae 
（Hymenoptera: Braconidae) genus with first 
description of male Yamatocolpus maetoi （Belokoblskij 
et Fujie, 2017), comb. nov.. Japanese Journal of 
Systematic Entomology 25（2): 249-251. 
Chaweepak, T. ,  Yurimoto ,  T. ,  Matsuoka,  K. , 
Sangrungruang, K.,（2019) Monitoring and risk 
assessment of Paralytic Shellf ish Poisoning 
（PSP) Toxins in Two Estuaries at Chanthaburi 
Province, Thailand.  Asian Fisheries Science: doi.
org/10.33997/j.afs.2019.32.3.006
Fujie, S., Wachi, N., Umemoto, H. and Maeto, K. （2019) 
Mitochondrial DNA diversity and geographical 
distribution of sexual and asexual strains of 
the braconid parasitoid Meteorus pulchricornis . 








種，Nature of Kagoshima（45)： 405-410.
Fujiwara, K., Suzuki, T. and Motomura, H. （2019) Two 
new dwarfgobies （Gobiidae) from southern Japan: 





Gurdebeke, P. R., Mertens, K. N., Pospelova, V., 
Matsuoka, K., Li, Z., Gribble, K.E., Gu, H., Bogus, K., 
Vrielinck, H., and Louwye, S. （2019) Taxonomic 
調査研究事業
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revision, phylogeny, and cyst wall composition 
of the dinoflagellate cyst genus Votadinium Reid 










Hamada, N. and Abe, N. （2019) Ochroconis species 
isolated from limestone areas as the origin of indoor 
Ochroconis. Biocontrol Sciences 24: 193-200.
Hayasaka, D., Nakagawa, M., Maebara, Y., Kurazono, 
T. and Hashimoto, K. （2020) Seed germination 
characteristics of invasive Spartina alterniflora Loisel 
in Japan: implications for its effective management. 




Hiki, K., Ariyama, H. and Nakajima, N. （2020) The 
complete mitochondrial genomes of two amphipod 
species of the genus Grandidierella （Crustacea: 
Amphipoda) .  Mitochondria l  DNA Part B: 
Resources 5: 1535–1536.
Hinode, K., Yamaguchi, H., Nishihara, G. N., Matsuoka, 
K. （2019) Changes in phytoplankton assemblage 
caused by anoxic conditions revealed with 








市 毛 勝 義（2019） 日 本 初 記 録 と な るHomoneura 
kaszabi（シマバエ科）の記録. はなあぶ（48）：61.
井藤竜大・大石久志（2019）チャバネツリアブモドキ
Atriadops amamioshimensis Ouchi, 1939 の奈良県及び
愛媛県からの記録．はなあぶ（47）：73．
Ito, T. （2019) Notes on the species of Staphylinidae 
（Coleoptera) from Japan XXIV. The descriptions 
of two new species of Lobrathium Mulsant et Rey 
Elytra , Tokyo, New Series 9（2)：305-309.
伊藤建夫・野津幸夫（2019）クロツヤツノツツハネカク
シ Plastus（Sinumandibulus）japonicus （Sharp, 1889）
の生態について．ハネカクシ談話会ニュース （47）：
4. 
Jordan, R.W. and Matsuoka, K.（2019) Numbering or 
naming stomatocysts? – a reassessment of the two 
approaches. Nova Hedwigia, 148：157-164.
Kadono, Y., Noda, T., Tsubota, K., Shutoh, K. and 
Shiga, T.（2019) Taxonomic identity of an alien 
Utricularia naturalized in the Japanese wild flora. 
Acta Phytotaxonomica et Geobotanica 70: 129-134.
Kadono, Y. and Iida, S.（2019) A new variety of 
Potamogeton × leptocephalus Koidz., var. fujiensis, 
endemic to the Fuji Five Lakes and Lake Ashi, 
central Japan. Acta Phytotaxonomica et Geobotanica 
70：173-182.
Kanazawa, I. （2019) Searching for the Migratory 
Destination of Parantica sita niphonica .  2019 
International Conference on the Euploea Butterfly 









Kasuya, T., Nabe, M., Noordel. M. E. and Dima, B. 
（2019) Entoloma nipponicum T. Kasuya, Nabe, 









Kawakami, Y., Yamazaki, K. and Ohashi, K. （2019) 
Intergenerational fluctuations in colour-morph 
frequencies may maintain elytral polymorphisms 
in the ladybird beetle Cheilomenes sexmaculata 
（Coleoptera: Coccinellidae). Biological Journal of the 
Linnean Society 128: 725-734.
Kawakami, Y., Yamazaki, K. and Ohashi, K. （2019) 
Effects of temperature on the expression of 
body size in the ladybird beetle,　Cheilomenes 
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s e x m a c u l a t a  （ F a b r i c i u s )  （ C o l e o p t e r a : 





Kawamura, A., Chang, C.-H. and Kawamura Y. （2019) 
The earliest fossil record of the bandicoot rat 
（Bandicota indica) from the early Middle Pleistocene 
of Taiwan with discussion on the Quaternary history 











Kondo, T. and Hattori, A. （2019) A new species of the 
genus Lanceolaria （Bivalvia: Unionidae) from Japan. 
Venus 78: 27-31.
Lopes-Lima, M., Hattori, A., Kondo, T., Lee, J. H., 
Sang Ki Kim, S. K., Shirai, A., Hayashi, H., Usui, 
T., Sakuma, K., Toriya, T., Sunamura, Y., Haruki 
Ishikawa, H., Naoki Hoshino, N., Kusano, Y., Kumaki, 
H., Yuya Utsugi, Y., Yabe, S., Yoshinari, Y., Hiruma, 
H., Tanaka, A., Sao, K., Ueda, T., Sano, I., Miyazaki, 
J., Gonçalves, D. V., Klishko, O. K., Konopleva, E. 
S., Vikhrev, I. V., Kondakov, A. V., Gofarov, M. Y., 
Bolotov, I. N., Sayenko, E. M., Soroka, M., Alexandra 
Zieritz, A., Arthur E. Bogan, A. E. and Froufe, E. 
（2020) Freshwater mussels （Bivalvia: Unionidae) 
from the rising sun （Far East Asia): Phylogeny, 
systematics, and distribution. Molecular Phylogeny 










































Matsuoka, K., Yamamoto, K., Akiyama, S., Kojima, N., 
Shin, H.-H. 2019 Vertical and horizontal distributions 
of ellipsoidal Alexandrium （Dinophyceae) cysts in 
coastal sediment with special reference to paralytic 
shellfish poisoning caused by tsunamis – a case 
study of Osaka Bay （Japan) and the southern 
coast of the Korean Peninsula. Korean Journal 
of Environmental Biology, 36（3): 268-277. doi.
org/10.11626/KJEB.2019.37.3.268.
Mertens, K., Gu, H., Gurdebeke, P., Takano, Y., Clarke, 
D., Aydin, H., Li, Z., Pospelova, V., Shin, H. H., Li, Z., 
Matsuoka, K. and Head, M. （2019) Organic-walled 
dinoflagellate cyst taxa of the orders Gymnodiniales 







Muta, N., Umezawa, Y., Yamaguchi, A., Suzaki, H., 
Wada, M., Nakata, H., Kawamoto, K. and Matsuoka, 
K. （2020) Estimation of spatiotemporal variations 
in nutrient fluxes from sediments in the seasonally 






スジヒメテントウの記録．月刊むし （588） : 44.
Niisato, T., Matstuda, K. and Yamauchi, T. （2019) 
Reexamination of type specimens of longhorned 
beetles preserved in the Shujiro Hirayama Collection 
（Coleoptera: Cerambycidae). Japanese Journal of 
Systematic Entomology 25 （2): 207-211.
西川　勝・安藤清志（2019）Earwing Letter （7）: 奄
美群島加計呂麻島および請島におけるミナミクギヌ
キハサミムシの記録. ばったきりぎりす 162：4-5. 
Nishikawa, T., Yasuda, A., Murata, Y. and Otani, M. 
（2019) The Earliest Japanese records of the invasive 
European ascidian Ascidiella aspersa （Müller, 
1776) （Urochordata: Ascidiidae) from Mutsu and 
Ago Bays, with a brief discussion of its invasion 


























http ://9765145552aa0409. lolipop. jp/wp-content/
uploads/pdf/wadatsumi002.pdf
笹岡康則・安藤清志（2019）宮崎県で採集された珍し


















Shima, E., Yagishita, S., Tsuchiya, J., Ogawa, Y. 
and Inagaki, S. （2019) A qualitative study on the 
experience of a visit to the Natural History Museum 
by deaf-blind adults–With a focus on the experience 
of the Hands-On Exhibition-.Proceedings of ICOM 





Sh in ,  H-H. ,  L i ,  Z .  and Matsuoka K .  （2019) 
Reclassification of Gyrodinium flavescens Kofoid 
& Swezy as Torquentidium flavescens comb. nov. 
（Ceratoperidiniaceae, Dinophyceae), based on 
morphology and phylogeny. Phycologia: doi.org/10.1
080/00318884.2019.1709396
Shin H-H., Li, Z., Mertens, N.K., Gu, H.F. Matsuoka, 
K. （2019) Prorocentrum shikokuense Hada and P. 
donghaiense Lu are junior synonyms of P. obtusidens 
Schiller, but not of P. dentatum Stein （Prorocentrales, 
Dinophyceae) Harmful Algae 89: doi.org/10.1016/
j.hal.2019.101686
Suzuki, T., Oseko, N., Kimura, S. and Shibukawa, K. 
（2019) Two new species of torrential gobies of the 
調査研究事業
− 21 −
genus Rhinogobius from the Ryukyu Islands, Japan. 























Tsukagosi, M., Sawada, K. and Akimoto S. （2019) 
A fossil aphid gall from the middle Pleistocene 
sediment in Hyogo Prefecture, western Japan. 







Wada, H., Suzuki, T., Senou, H. and Motomura, H. 
（2020） Plectranthias ryukyuensis, a new species of 
perchlet from the Ryukyu Islands, Japan, with a key 
to the Japanese species of Plectranthias （Serranidae: 
Anthiadinae）. Ichthyological Research: https://doi.
org/10.1007/s10228-019-00725-6.

















Yurimoto, T., Maung-Saw-Htoo-Thaw, Nyo-Nyo 
Htun, Matsuoka, K. and Koike, K. （2019) Preliminary 
physiological study on the edible wild bivalves in 









Kuroda, K. & Ohishi H., （2019) Taxonomic review 
of the genus Ammophilomima （Diptera: Asilidae: 
Leptogastrinae) in Japan. Zootaxa 4646 （2): 357–
368.
• Ammophilomima rikioi sp. nov. （Holotype)
• Ammophilomima amamiensis sp. nov. （Paratype)
Watanabe K. & Matsumoto R. （2019) Review of 
the Genus Pimpla Fabricius, 1804 （Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Pimplinae) from Japan. Japanese 
Journal of Systematic Entomology 25（2):217-224.
• Pimpla monticola sp. nov. （Paratype)
Konishi, K. & Matsumoto, R. （2019) Two new 
species of the genus Pristaulacus （Hymenoptera, 
Evanioidea, Aulacidae) from Japan. Zootaxa, 4551
（4):445-454.
• Pristaulacus ohishii sp. nov. （Holotype)
• Pristaulacus uenoi sp. nov. （Paratype)
Okayasu J .  （2020) Velvet ants of  the tr ibe 
Smicromyrmini Bischoff （Hymenoptera: Mutillidae) 
of Japan. Zootaxa 4723 （1):1–110.







Nakamasu R., Sakaguchi S., Setoguchi H. （2020)
Development and Characterization of EST-SSR 
Markers for Tricyrtis sect. Tricyrtis （Liliaceae). Acta 
Phytotaxonomica et Geobotanica 71（1):73-76.
Takano A. （2020) Taxonomic Study of Salvia 
lutescens （Lamiaceae): Lectotype Designations and 
Proposal for a New Variety, var. occidentalis. Acta 












Kadono Y. , Iida S. （2019) A New Variety of 
Potamogeton × leptocephalus Koidz., var. fujiensis, 
Endemic to the Fuj i  Five Lakes and Lake 
Ashi, Central Japan. Acta Phytotaxonomica et 
Geobotanica 70（3):173-182.
Kadono Y., Noda T., Tsubota K., Shutoh K., Shiga 
T. （2019) The Identity of an Alien Utricularia 
（Lentibulariaceae) Naturalized in Japan. Acta 
Phytotaxonomica et Geobotanica 70（2):129-134.
Fu j i i  S . ,  Yamash i ro  T . ,  Hor i e  S . ,  Mak i  M . 
（2019) Crassula peduncularis and C. saginoides 
（Crassulaceae), Newly Naturalized in Japan, and 
their Genetic Differences from C. aquatica. Acta 
Phytotaxonomica et Geobotanica 70（2):119-127.
Mizusawa L., Ishikawa N., Yano O., Fujii S., Isagi 
Y. （2019) Geographic Distribution of Ploidy 
Levels and Chloroplast Haplotypes in Japanese 
Clerodendrum trichotomum s. lat. （Lamiaceae). Acta 







Katsuhara K.R., Nakahama N., Komura T., Kato M., 
Miyazaki Y., Isagi Y., Ito M., Ushimaru A. （2019) 
Development of microsatellite markers for the 
annual andromonoecious herb Commelina communis f. 
ciliata （Commelinaceae). Genes & Genetic Systems 
94（3):133-138.
Tsukagoshi M., Sawada K., Akimoto S. （2019) A fossil 
aphid gall from the middle Pleistocene sediment in 














































































































  ２点 浜口　昌巳氏
兵庫県のシカ、堺市のムシクイ類 
  ２点 浦野　信孝氏
淀川のチャネルキャットフィッシュ他




























































































































































































































集 （ 4 ～ 6 、 8 ～ 9 月、Ｉ）
大阪府泉南市・阪南市で汽水性無脊椎動物を採集
（ 5 、 7 、 9 、 1 月）
大阪府で陸産無脊椎動物を採集 （ 5 ～ 6 月、Ｉ）
大阪湾（神戸沖）で海産無脊椎動物を採集
（10月、Ｉ、Ｍ）
和歌山県白浜町で海産無脊椎動物を採集 （ 6 月、Ｉ）
和歌山県串本町で海産無脊椎動物を採集 （ 8 月、Ｉ）
滋賀県長浜市で淡水産無脊椎動物を採集
（ 9 ～10月、Ｉ）
兵庫県西宮市で海産無脊椎動物を採集 （ 1 月、M）
大阪府岬町・和歌山県和歌山市で汽水・海産魚類を採














4 月 2 日 京都府八幡市 昆虫一般（Ｍ）
4 月 7 日 奈良県曽爾村 ウスバカゲロウ（Ｍ）
4 月12日 奈良県大和郡山市 昆虫一般（Ｍ）
4 月16日 東京都各地 昆虫一般（Ｏ）
4 月19日 奈良県天川村 クモとその寄生者（Ｍ）
4 月26～29日　沖縄県石垣市 昆虫一般（Ｍ）
5 月 3 日 大阪府堺市 昆虫一般（Ｏ）
5 月 6 日 埼玉県さいたま市 昆虫一般（Ｏ）
5 月 7 日 東大阪市枚岡公園 昆虫一般（Ｍ）
5 月 8 日 滋賀県彦根市 ハルゼミ（Ｓ）
5 月 9 日 千葉県各地 昆虫一般（Ｏ）
5 月10日 神戸 ハルゼミ・外来昆虫（Ｓ）
5 月10日 泉南市 昆虫一般（M）
5 月11日 能勢町 昆虫一般（M）
5 月12日 兵庫県小野市 昆虫一般（M）
5 月12日 和歌山県田辺市 ミカドアゲハ（Ｏ）
5 月13日 奈良県奈良市 昆虫一般（Ｍ）
5 月15日 枚方市尊延寺 昆虫一般（Ｍ）
5 月15日 京都市桂川 外来昆虫（Ｓ）
5 月22日 奈良県天川村 クモとその寄生者（Ｍ）
5 月24日 京都市伏見区淀 外来昆虫（Ｓ）
5 月25日 大阪市十三 ハチ（M）
5 月26日 泉南市 昆虫一般（M）
5 月27日 奈良県奈良市 ウスバカゲロウ（Ｍ）
5 月27日 比叡山 ハルゼミ（Ｓ）
5 月30日 滋賀県甲賀市 ハルゼミ（Ｓ）
6 月 2 日 奈良県天川村 クモとその寄生者（Ｍ）
6 月 4 日 京都府八幡市 昆虫一般（Ｓ）
6 月 4 日 奈良県奈良市 昆虫一般（M）
6 月13日 奈良県天川村 クモとその寄生者（Ｍ）
6 月16日 兵庫県南あわじ市 ウスバカゲロウ（Ｍ）
6 月17日 滋賀県彦根市 分布拡大昆虫（Ｓ）
6 月21日 奈良県天川村 クモとその寄生者（Ｍ）
6 月23日 東京都各地 昆虫一般（Ｏ）
6 月26日 滋賀県高島市 昆虫一般（Ｓ）
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7 月26日 千葉県各地 昆虫一般（Ｏ）
7 月 2 日 大阪市都島区 大阪市内甲虫（Ｓ）
7 月 4 日 奈良県明日香村 昆虫一般（Ｍ）
7 月 5 日 能勢町 昆虫一般（Ｍ）
7 月 5 日 京都府福知山市 セミ（Ｓ）
7 月 7 日 淡路島 セミ（Ｓ）
7 月10日 三重県伊勢市 セミ（Ｓ）
7 月11日 奈良市 セミ（Ｓ）
7 月12日 神戸 外来昆虫（Ｓ）
7 月13日 奈良市 セミ（Ｓ）
7 月14日 泉佐野市犬鳴 セミ（Ｓ）
7 月15日 奈良県桜井市・天理市 セミ（Ｓ）
7 月16日 和歌山県日高川町 外来昆虫（Ｓ）
7 月22日 兵庫県猪名川町 セミ（Ｓ）
7 月24日 奈良県大和郡山市 昆虫展番組収録（M）
7 月27～28日 長野県阿智村 昆虫一般（Ｍ）
8 月29日 東京都各地 昆虫一般（Ｏ）
8 月 2 日 兵庫県南あわじ市 昆虫一般（Ｍ）
8 月 6 日 京都府京丹後市 昆虫一般（Ｍ）
8 月 7 日 柏原市 セミ（Ｓ）
8 月 9 日 高野山 昆虫一般（Ｓ）
8 月10日 高槻市 セミ（Ｓ）
8 月11日 太子町 セミ（Ｓ）
8 月12日 奈良県天川村 昆虫一般（Ｍ）
8 月14日 服部緑地 セミ（Ｓ）
8 月22・29日 滋賀県高島市 セミ（Ｓ）
8 月23日 交野市 セミ（Ｓ）
8 月26～ 9 月 9 日　ベトナムクックフォン国立公園
昆虫一般（Ｍ）
9 月 2 日 八尾市 外来昆虫（Ｓ）
9 月 9 日 岡山市 外来昆虫（Ｓ）
9 月10日 京都市山科区 外来昆虫（Ｓ）
9 月12日 兵庫県尼崎市 外来昆虫（Ｓ）
9 月15・17日 滋賀県大津市 外来昆虫（Ｓ）
9 月17日 京都府八幡市 昆虫一般（Ｍ）
9 月18日 奈良県大和郡山市 昆虫一般（Ｍ）
9 月23日 東京都各地 昆虫一般（Ｏ）
9 月27・10月 3 日　京都府八幡市 昆虫一般（Ｓ）
10月 7 日 大阪市南港 外来ツチバチ（Ｍ）
10月 8 日 和歌山県箕島町 外来昆虫（Ｓ）
10月10日 福井県敦賀市 外来昆虫（Ｓ）
10月19日 大阪市南港 外来ツチバチ（Ｍ）






12月 8 日 奈良県大和郡山市 昆虫全般（Ｍ）
12月 9 日 箕面市 外来昆虫（Ｓ）
12月30日 東京都世田谷区、大田区 カメムシ（Ｏ）
12月31日 埼玉県さいたま市 カメムシ（Ｏ）
1 月 3 日 東京都板橋区 カマキリ（Ｏ）
1 月 6 日 高槻市鵜殿 昆虫全般　（Ｍ）
2 月 2 日 奈良県御所市 テントウムシ（Ｓ）




4 月 2 日 滋賀県甲賀市 植物一般（Ｙ）
4 月 4 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月 5 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月 9 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月15日 高槻市 植物一般（Ｙ）
4 月18日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月20日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月23日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
4 月25日 大阪府豊能町 植物一般（Ｈ）
4 月26日 和泉葛城山 菌類資料収集（Ｓ）
4 月30日 大阪府豊能町 植物一般（Ｈ）
5 月 5 日 宝塚市 植物一般（Ｙ）
5 月 6 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月 7 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月30日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月10日 阪南市 植物一般（Ｙ）
5 月15日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月16日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月19日 宝塚市 植物一般（Ｙ）
5 月22日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
5 月24日 滋賀県大津市 植物一般（Ｙ）
6 月 4 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
6 月12日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
6 月13日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
6 月21日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
6 月24日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
6 月30日 箕面公園 菌類資料収集（Ｓ）
7 月 3 日 大津市（本郷家） 菌類資料調査（Ｓ）
7 月 3 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月 5 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月 8 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月10日 高知県高知市 植物一般（Ｙ）
7 月12日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月13日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月21～25日 東京都三宅島 ツリガネニンジン類（Ｈ）
7 月23日 大津市（本郷家） 菌類資料調査（Ｓ）
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7 月22～24日 島根県隠岐の島 植物一般 （Ｙ）
7 月25日 上賀茂演習林 菌類資料収集（Ｓ）
7 月26日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月29日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
7 月29日 滋賀県 植物一般（Ｈ）
7 月31日 長崎県 ママコナ属（Ｈ）
7 月31日 東大阪市ほか 水生植物（Ｙ）
8 月 6 日 羽曳野市 水生植物（Ｙ）
8 月 7 日 上賀茂演習林 菌類資料収集（Ｓ）
8 月 7 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
8 月 8 ～13日 長野県 ママコナ属（Ｈ）
8 月13日 福岡県北九州市 草原性植物（Ｙ）
8 月20日 高槻市 水生植物（Ｙ）
8 月22日 三重県 植物一般（Ｈ）
8 月28～31日 東京都伊豆大島
ツリガネニンジン類（Ｈ）
8 月30日 高槻市 水生植物（Ｙ）
9 月 9 日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
9 月10～12日 高知県 ママコナ属（Ｈ）
9 月10～13日 鹿児島県薩摩川内市ほか 植物一般（Ｙ）
9 月16日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
9 月17日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
9 月18～20日 高知県 ママコナ属（Ｈ）
9 月23～24日 静岡県 ツリガネニンジン類（Ｈ）
9 月19日 摂津市ほか 水生植物（Ｙ）
9 月24日 滋賀県長浜市 水生植物（Ｙ）
9 月27日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
9 月30日 大阪市内 植物一般（Ｈ）
9 月24日 大津市（本郷家） 菌類資料調査（Ｓ）











11月 7 ～ 8 日 鹿児島県 ママコナ属（Ｈ）
11月28～30日　北海道根室市他 博物館調査（Ｓ）
11月22日 岸和田市 水生植物（Ｙ）
2 月23日 長岡京市（上田家） 菌類資料調査（Ｓ）




5 月 5 日 岸和田市 火山灰分析用試料（Ｉ）
5 月29～ 6 月 3 日　長崎県壱岐～対馬 海浜砂（Ｎ）
9 月 6 日 岐阜県大垣市 分析用試料（Ｉ）
9 月21～22日　山口県長門市～下関市 海浜砂（Ｎ）
10月 7 日 高槻市
土壌動物分析用試料、土壌剥ぎ取り標本（Ｉ）
10月15～18日 新潟県・山形県・秋田県 海浜砂（Ｎ）
1 月31日 大阪市浪速区 はぎ取り標本（Ｎ、Ｔ）
2 月 4 ～ 6 日　福岡県・佐賀県・長崎県 海浜砂（Ｎ）
2 月13日 高知県室戸市 海浜砂（Ｉ）
2 月20・21日 ニュージーランド
 タラウエラ火山、タウポ火山の火山噴出物（Ｉ）























































































































































Russian Geological Research Institute、Botanical
Survey of India、ICOM国際博物館会議、JT生命誌研




































































































休館は次年度 6 月 1 日まで）。そのため、常設展だけで
なく、 3 月 1 日から開催予定であった特別展「知るか
らはじめる外来生物～未来へつなぐ地域の自然」は開







































































































































































TACTY IN THE MORNING、J:com 「デイリー






































ギャラリートーク： 4 月27日（土）、 5 月 3 日（金・
祝）、 5 月 4 日（土・祝）、 5 月11日（土）、 5 月18日







































































































































































































実施日 行事名 申込み 当選 参加者数 備考
やさしい自然かんさつ会
4 月21日（日） レンゲ畑のいきもの*, ** 331 202 133
5 月19日（日） 海べのしぜん*, ** 290 241 183
7 月 7 日（土） はじめてのキノコ*, ** 223 160 90
7 月27日（土） ツバメのねぐら（*) 249 249 雨天中止
10月 8 日（月・祝） バッタのオリンピック（**) 214 214 雨天中止
12月 1 日（日） 化石さがし 196 121 87
合計 493
テーマ別自然観察会
5 月12日（日） 大阪平野のゼロメートル地帯を歩く* 60 30 29
5 月19日（日） 初めての鳥のさえずり* 44 44 33
6 月 2 日（日） 大阪層群* 39 21 17
6 月23日（日） 高槻のカエル探し** 144 75 60 あくあぴあ芥川と共催
9 月16日（祝） 田んぼの水草 50 39 39
10月27日（土） 石桁網のよりかす*, ** 82 38 30
11月 3 日（日） 箕面の地質観察 58 58 47
11月24日（日） 芥川の石ころ 50 30 7
12月22日（日） 大阪層群（*) 中止
3 月 8 日（日） 海岸侵食の現状とその対策（*) 中止
合計 262
地域自然誌シリーズ
5 月26日（日） 淡輪から俎石山へ 49 49 42
9 月29日（日） 東川河口 61 61 40
10月 6 日（日） 琵琶湖の北端 61 61 51
合計 133
プロジェクトA観察会
6 月 9 日（土） オオクビキレガイの探索と同定 17 17 14
6 月29日（土） 石川の外来魚 - - 34
合計 48
室内実習
4 月 6 日（土） 樹脂標本* - - 17
4 月 7 日（日） 鳥の調査の勉強会* 11 11 8
6 月22日（土） きのこの記録を作る* 32 29 24
6 月23日（日） 平野の地下の地層の調べ方 29 21 16
8 月11日（日） 骨標本の作りかた（未成年向け）*, ** 43 30 22
9 月23日（土） 骨標本の作りかた（大人向け）*, ** 44 27 26





実施日 行事名 申込み 当選 参加者数 備考
植物園案内*
4 月 6 日（土） 4 月 90
5 月 4 日（土） 5 月 115
6 月 1 日（土） 6 月 110
7 月 6 日（土） 7 月 94
8 月 3 日（土） 8 月 31
9 月 7 日（土） 9 月 68
10月 5 日（土） 10月 75
11月 2 日（土） 11月 82
12月 7 日（土） 12月 77
1 月11日（土） 1 月 64
2 月 1 日（土） 2 月 90
3 月 7 日（土） 3 月 中止
合計 896
植物園案内・動物昆虫編*
4 月27日（土） はじめてのバードウォッチング 102
5 月25日（土・祝） 初夏の昆虫探し 107
6 月22日（土） 街で繁殖する鳥 83
7 月27日（土） 身近な鳥の子どもをさがそう 雨天中止
8 月24日（土） 夏の虫さがし 80




1 月25日（土） 鳥 57
2 月22日（土） 鳥 中止
3 月21日（土） 鳥 中止
合計 676
教員・観察会指導者向け支援プログラム
8 月 8 日（水） 教員のための博物館の日 120
合計 120
自然史オープンセミナー
4 月13日（土） 外来生物調査プロジェクト中間報告（前編） 39




11月 9 日（土） なぞの生物デスモスチルスを見てみよう 31
12月14日（土） 海の砂を見てみよう 26
1 月11日（土） ミクロの化石・放散虫 40
2 月 8 日（土） 縄文時代の巨大噴火の火山灰を探そう 26
3 月14日（土） はぎ取り標本で地層を観察しよう 中止
合計 123
ジュニア自然史クラブ*
4 月 4 日（木） ミーティング　標本実習と長居公園の生き物探し 44
5 月 6 日（月） 昆虫採集 28
6 月16日（日） 磯観察 25
7 月21日（日） 箕面公園でキノコさがしと水遊び 28
8 月 9 日（金） ミーティング　標本実習と長居公園の生き物探し 26




1 月 6 日（月） 河原で焼き芋 12
2 月 2 日（日） 公園の冬鳥さがしとミヤマガラスのねぐら 27





実施日 行事名 申込み 当選 参加者数 備考
特別行事
4 月27日（土） 博物館・センター報告会 40




1 月13日（祝･月)午前 はくぶつかん・たんけん隊* 48
1 月13日（祝･月)午後 はくぶつかん・たんけん隊* 36
3 月 1 日（日） 地域自然史と保全研究発表会 中止
合計 26,427
子ども向けワークショップ*
4 月13日（土） きょうりゅうはりえ 45
4 月14日（日） きょうりゅうはりえ 47
5 月18日（土） きょうりゅうはりえ 48
5 月19日（日） きょうりゅうはりえ 50
6 月15日（土） クジラ・スタンプラリー 92
6 月16日（日） クジラ・スタンプラリー 255
7 月 6 日（土） クジラ・スタンプラリー 144
7 月 7 日（日） クジラ・スタンプラリー 181
7 月20日（土） こんなのいるかな　むしブローチ 75
7 月21日（日） こんなのいるかな　むしブローチ 78
7 月27日（土） セミ・はねもようストラップ 36
7 月28日（日） セミ・はねもようストラップ 50
8 月 3 日（土） セミ・はねもようストラップ 37
8 月 4 日（日） セミ・はねもようストラップ 44
8 月10日（土） むしむしオリンピック 35
8 月11日（日） むしむしオリンピック 62
8 月17日（土） むしむしオリンピック 56
8 月18日（日） むしむしオリンピック 77
8 月24日（土） こんなのいるかな　むしブローチ 69
8 月25日（日） こんなのいるかな　むしブローチ 75
9 月21日（土） おしえて！ハカセ カマキリ 47
9 月22日（日） おしえて！ハカセ カマキリ 44
9 月28日（土） むしブローチ 70
9 月29日（日） むしブローチ 86
10月13日（土） きょうりゅうはりえ 43
10月14日（日） きょうりゅうはりえ 41




1 月18日（土） さわってごらん木木さんぽ 23
1 月19日（日） さわってごらん木木さんぽ 28
2 月15日（土） さわってごらん木木さんぽ 25
2 月16日（日） さわってごらん木木さんぽ 22
3 月28日（土） はくぶつかんこどもまつり 中止
3 月29日（日） はくぶつかんこどもまつり 中止
合計 2,126
新収資料展関係行事
4 月27日（土） ギャラリートーク 30
5 月 4 日（土） ギャラリートーク 32
5 月11日（土） ギャラリートーク 30
5 月18日（土） ギャラリートーク 17
5 月26日（土） ギャラリートーク 30
合計 139
特別展「昆虫」関係行事
7 月13日（土） リレー講演会「私の昆活」 115
7 月14日（日） 昆虫観察＆ギャラリーツアー 70
8 月 3 日（土） 昆虫観察＆ギャラリーツアー 70
8 月 4 日（日） リレー講演会「私の昆活」 103



























































































































は保育所・幼稚園 3 件、小学校 6 件、中学校 3 件、高校






















































































































































「ホネ標本の作りかた（未成年向け）」 8 月11日　 5 名
「ホネ標本の作り方（大人向け）」 9 月23日　 4 名
「タコを解剖してみよう」 2 月 2 日　 9 名
■植物園案内
　 4 月 6 日　 5 名　　　　 5 月 4 日　 7 名
　 7 月 6 日　 7 名　　　　 8 月 3 日　 5 名
　 9 月 7 日　 6 名　　　　10月 5 日　 9 名
　11月 2 日　 5 名
■植物園案内動物・動物昆虫編
　 4 月27日　 3 名　　　　 6 月 1 日　 8 名
■ジオラボ
　11月 9 日　 5 名　　　　12月14日　 3 名
　 1 月11日　 5 名　　　　 2 月 8 日　 4 名
■「はくぶつかん・たんけん隊」　　 1 月13日　 9 名
■ジュニア自然史クラブ
　 5 月 6 日　 3 名　　　　 6 月16日　 1 名
　 7 月21日　 1 名　　　　 8 月 9 日　 1 名
　10月27日　 1 名　　　　11月10日　 1 名















































































































2 ． 5 回の定例評議員会を開催し、友の会事業や庶務
について審議した。









なかった 3 回は、雨天中止。 1 回は公共交通の縮小に
よる）。これらの行事には延べ2,490名の参加があった。

























8 月 2 日（金）～ 4 日（日）合宿「対馬」 44名




















































































定 期 的 な 博
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写 真・ テ レ









































大 阪 市 経 済










大 阪 市 博 物



























大 阪 府 内 の















印 刷 物 の 発







チ ラ シ 類 の




枚 ）、 大 阪 自 然 史 フ ェ ス テ ィ バ ル
（チラシ 65,000枚）、特別展「知る
からはじめる外来生物」（ポスター
B 2  2,000枚、B 3  2,500枚、 チ ラ
シ 60,000枚）、毎月の催し物案内（各
月1,300枚）。
情 報 提 供 し




特 別 展 プ レ














（ 1 / 1 ）ベイコム「チームベイコム
さきどり情報コーナー」新春ミニ展
示「子年」展 以上 3 件
新聞報道
（特別展以外）
（ 5 /16）毎日新聞夕刊 企画展示
「標本を未来に引き継ぐ～新収資料展
2019 ～」 
（ 5 / 1 ）大阪日日新聞 企画展示
「標本を未来に引き継ぐ～新収資料展
2019 ～」 
（ 6 /15）神戸新聞 企画展示
「標本を未来に引き継ぐ～新収資料展
2019 ～」 
（ 6 /21）毎日新聞 被災標本修復 
（ 7 / 4 ）毎日新聞 大和川でヌートリ
ア目撃情報 
（ 7 /11）京都新聞 ヒラズゲンセイ 
（ 7 /31）読売新聞 住吉大社の木々 
（10/ 4 ）読売新聞 アサギマダラ今年
も 
（ 2 / 2 ）日本経済新聞 ヒラズゲンセ
イ 





1 4 月24日 特別展「昆虫」大阪開催決定
2 5 月27日 特別展「昆虫」詳細決定
3 6 月吉日 特別展「昆虫」会期中の講演会や関
連イベントについて
4 6 月27日 教員のための博物館の日2019
5 9 月20日 大阪自然史フェスティバル2019





9 2 月 7 日 テーマ展示「岸川椿蔵書」
10 2 月21日 特別展「知るからはじめる外来生物
～未来へつなぐ地域の自然～」第二
報
11 3 月25日 テーマ展示「世界一変な火山展」
− 49 −
広報事業
Twitter公式アカウントデータ（令和元年 4 月～令和 2
年 3 月）












当初予定会期：令和 2 年 3 月 1 日（日）～ 5 月31日（日）
※臨時休館に伴い令和 2 年 6 月 9 日（火） 8 月30日
（日）に会期変更。
プレス発表：令和元年12月19日（木）





































■ 自 然 史 研 究（SHIZENSHI-KENKYU, Occasional 
Papers from the Osaka Museum of Natural History）











■ 収 蔵 資 料 目 録（Special Publications from Osaka 















催された 8 月には11万 7 千アクセスを数えるなど、来
場者数とピークは一致している。年間アクセス数は昨
年度に比べ 9 万 9 千件増と特別展コンテンツの勢いに
押された状況である。サーバで得られる情報から推測
すると、スマートフォンなどの携帯端末がアクセスの

































































































































（ 3 ）国際的な会議での講演翻訳（2019年 9 月 5 日
ICOM京都大会NATHISTオフサイトミーティング）














































































































シリーズ名称：Where Culture Meets Nature　～日本
文化を育んだ自然～











また、令和 2 年 2 月24日に 4 年間の事業を総括する












































昭和24年11月 8 日− 自然科学博物館開設準備委員会設
置
昭和25年 4 月 1 日− 自然科学博物館費予算に計上
昭和25年11月10日− 市立美術館 2 階廊下にて展示開設
昭和27年 4 月17日− 博物館相当施設に指定
昭和27年 6 月 2 日− 大阪市立自然科学博物館条例およ
び規則制定
昭和27年 7 月10日− 博物館法第10条により登録（第 2
号）
昭和27年10月 1 日− 筒井嘉隆　館長に就任（39.7.4退任）
昭和32年 6 月 7 日− 市立美術館より西区靱 2 丁目（元
靱小学校校舎改造）に移転






昭和39年 8 月 1 日− 筒井嘉隆　館長に就任（非常勤嘱
託−40.7.31退任）




昭和44年 8 月　　− 新館建設のための基本構想審議委
員会組織
昭和47年 1 月21日− 自然史博物館建設工事着工
昭和48年 3 月31日− 自然史博物館建設工事竣工
昭和48年 7 月　　− 新館へ移転開始並びにディスプレ
イ契約締結（竣工49年 3 月）
昭和49年 4 月 1 日− 大阪市立自然史博物館条例公布
昭和49年 4 月26日− 自然史博物館開館式挙行
昭和49年 4 月27日− 開館
昭和51年 8 月19日− 文部省科学研究費補助金取扱規定
第 2 条第 4 号に規定する学術研究
機関として指定
昭和58年 7 月 1 日− 千地万造　館長に就任（非常勤嘱
託−61.3.31退任）
昭和59年 6 月　　− 常設展更新基本計画案策定
昭和60年 3 月　　− 常設展更新計画書策定
昭和61年 3 月31日− 常設展更新業務完成
昭和61年 4 月 1 日− 新装開館
昭和61年 4 月 1 日− 小川房人　館長に就任（兼務−
　　　　　　　　　2.3.31定年退職）
昭和61年 4 月 1 日− 千地万造　顧問に就任（非常勤嘱
託−2.3.31退任）
平成 2 年 4 月 1 日− 小川房人　館長に就任（非常勤嘱
託−3.3.31退任）
平成 2 年度　　　− 文化施設整備構想調査




平成 3 ・ 4 年度　− 自然史博物館整備構想調査事業　
21世紀に向けての館のあり方・問
題点の改善策の調査
平成 4 年 4 月 1 日− 柴田保彦　館長に就任（非常勤嘱
託−7.3.31定年退職）
平成 7 年 4 月 1 日− 宮武頼夫　館長に就任（9.3.31定年
退職）
平成 7 年度　　　− 自然史博物館・長居植物園付帯施
設整備構想委員会設置
平成 8 年度　　　− 展示更新基本計画及び（仮称）花
と緑と自然の情報センター設計検
討
平成 9 年 4 月 1 日− 宮武頼夫　館長に就任（嘱託−　
10.3.31退職）
平成 9 年度　　　− 展示更新実施設計及び増築にかか
る基本・実施設計




平成13年 3 月　　− 花と緑と自然の情報センター竣工
平成13年 4 月 1 日− 那須孝悌　館長に就任（非常勤嘱
託）
平成13年 4 月27日− 花と緑と自然の情報センター開館
式挙行
　　　　　　　　　花と緑と自然の情報センター開館
平成17年 4 月 1 日− 山西良平　館長に就任
平成18年 3 月 1 日− 本館エントランス及びポーチリニ
ューアルオープン
平成18年 4 月 1 日− （財）大阪市文化財協会が指定管理
者となる
平成19年 3 月24日− 第 5 展示室一部リニューアルオー
プン
平成20年 4 月26日− 第 5 展示室全面リニューアルオー
プン
平成22年 4 月 1 日− 財団統合により（財）大阪市博物
館協会が指定管理者となる
平成24年 3 月　　− 本館・大阪の自然誌コーナー・ネ
イチャーホールの展示照明等LED
化









平成31年 1 月25日− ガス吸収式冷温水発生機（三洋製）
整備
平成31年 2 月21日− ガス吸収式冷温水発生機（川重製）
整備





















職 名 氏 名 職 種 氏 名
館長兼学芸課長 川端　清司 学芸課長代理 佐久間大輔
総 務 課 長 濱﨑　正行 主 任 学 芸 員 初宿　成彦
総 務 課 長 代 理 豊田　泰正 主 任 学 芸 員 和田　   岳
総 務 課 主 任 釋　知恵子 主 任 学 芸 員 中条　武司
事 務 職 員 木野　美奈 主 任 学 芸 員 石井　陽子
事 務 職 員 樋口　祥子 主 任 学 芸 員 松本吏樹郎
事 務 職 員 大 江　 彩 佳 主 任 学 芸 員 石 田　　 惣
事 務 職 員 山 上　 香 代 学芸員（植物）長谷川匡弘
事 務 職 員 坂 井　 洋 幸 学芸員（植物）横 川　 昌 史
事 務 職 員 人材派遣職員 学芸員（昆虫）長 田　 庸 平
施設管理担当（兼） 落 越　 直 也 学芸員（動物）松 井　 彰 子
学芸員（地史）田 中　 嘉 寛
■人事異動





1 . 10. 23　千葉県市川市議会　環境文教委員会
 展示視察及びヒアリング
1 . 12. 5 　丹波市立青垣いきものふれあいの里
 展示視察及びヒアリング





平成31年 4 月 1 日
 ～令和 3 年 3 月31日
一般社団法人
日本地質学会　理事
平成31年 4 月 1 日





 ～令和 2 年 6 月頃






























（31） 4 6,972 307 563 21 7,863 485 2,944 0 33 275 4,740 2,842 11,319 19,182 26
（1 ） 5 9,946 430 233 435 11,044 1,090 10,189 911 188 1,012 5,333 3,490 22,213 33,257 27
 6 5,629 243 1,132 153 7,157 405 1,470 905 109 232 2,993 1,686 7,800 14,957 26
 7 17,369 416 94 4 17,883 467 272 105 56 144 8,517 2,784 12,345 30,228 26
 8 38,474 1,337 149 29 39,989 8 0 148 3 42 20,177 5,765 26,143 66,132 28
 9 27,196 970 194 40 28,400 671 787 23 7 143 13,391 6,373 21,395 49,795 25
10 4,355 169 125 81 4,730 2,129 7,220 99 161 904 2,605 5,864 18,982 23,712 27
11 3,953 298 300 31 4,582 1,127 3,144 941 10 391 2,172 18,754 26,539 31,121 26
12 2,687 202 125 2 3,016 212 16 516 0 76 1,665 938 3,423 6,439 23
 1 3,550 129 112 34 3,825 151 0 602 13 55 2,513 945 4,279 8,104 23
 2 3,423 178 112 2 3,715 107 0 321 4 46 2,534 1,158 4,170 7,885 24
 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




件　数 人　　数 件　数 人　　数 件　数 人　　数
幼 稚 園 · 保 育 所 82 3,198 61 3,654 143 6,852
小 学 校 119 11,161 172 14,881 291 26,042
中 学 校 61 2,596 51 1,975 112 4,571
特 別 支 援 学 校 · 他 4 153 9 229 13 382
福 祉 施 設 29 174 4 28 33 202
団 体 引 率 者 1,472 1,848 3,320
















18 2,544 336 2,597 3,971 15 0 227 9,690  7.29～ 9.18 45 大和川展
19
8,591 506 4,040 10,532 55 0 392 24,116  7. 7～ 9. 2 51 世界一のセミ展
31,244 1,518 18,131 31,815 679 81 18,409 101,877  9.15～11.25 62 世界最大の翼竜展
8,483 267 4,661 11,659 0 0 269 25,339  3.15～ 3.31 14 ようこそ恐竜ラボへ！
20
28,882 1,000 18,491 39,120 153 0 18,387 106,033  4. 1～ 6.29 79 ようこそ恐竜ラボへ！
30,389 6,218 18,560 18,708 2 59 564 74,500  7.19～ 9.21 56 ダーウィン展
1,887 357 4,103 1,414 19 152 2,226 10,158 10.25～12. 7 38 地震展
21
4,069 221 4,532 3,360 217 0 9,298 21,697  4.18～ 5.31 38 世界のチョウと甲虫展
1,584 120 17,567 14,801 12 99 292 34,475  7. 4～ 8.30 50 ホネホネたんけん隊
4,920 529 3,938 2,153 143 0 4,921 16,604  9.19～11. 3 39 きのこのヒミツ展
12,413 697 4,907 14,608 7 0 32 32,664  3.20～ 3.31 10 大恐竜展
22 48,600 2,904 20,381 49,034 205 124 20,836 142,084  4. 1～ 5.30 52 大恐竜展1,405 1,262 3,535 2,724 92 0 1,264 10,282  7.24～10. 8 58 みんなでつくる淀川大図鑑展
23
11,864 2,237 5,140 10,625 56 42 195 30,159  7. 2～ 8.28 50 来て！見て！感激！大化石展
22,864 1,700 15,048 25,108 14 102 16,035 80,871  9.10～11.27 67 OCEAN ！海はモンスターでいっぱい
14,179 527 7,745 17,057 1 31 719 40,259  3.10～ 3.31 19 新説・恐竜の成長
24
39,844 1,215 13,101 38,459 110 102 19,093 111,924  4. 1～ 6. 3 56 新説・恐竜の成長
7,353 1,489 6,005 6,885 23 32 5,300 27,087  7.28～10.14 68 のぞいてみよう ハチの世界
25,519 1,330 8,524 22,317 48 114 3,256 61,108 11.23～ 3.31 104 モンゴル恐竜化石展
25
24,439 1,197 9,401 21,561 217 69 13,705 70,589  4. 1～ 6. 2 55 モンゴル恐竜化石展
5,075 1,366 5,616 5,216 26 46 3,315 20,660  7.20～10.14 75 いきもの いっぱい 大阪湾
8,054 261 2,583 9,391 4 12 276 20,581  3.21～ 3.31 11 恐竜戦国時代の覇者！トリケラトプス
26
28,452 863 12,521 31,113 7 78 16,846 89,880  4. 1～ 5.25 50 恐竜戦国時代の覇者！トリケラトプス
3,330 509 3,919 3,528 27 48 1,914 13,275  7.19～10.13 73 ネコと見つける都市の自然
6,783 255 2,199 7,457 4 19 248 16,965  3.21～ 3.31 11 スペイン 奇跡の恐竜たち
27 33,701 1,306 12,034 29,970 94 134 16,477 93,716  4. 1～ 5.31 55 スペイン 奇跡の恐竜たち5,414 600 4,035 5,956 129 41 5,314 21,489  7.18～10.18 80 たまごとたね
28 47,734 3,128 11,076 27,444 114 302 18,291 108,089  4.16～ 6.19 57 生命大躍進8,065 1,016 5,063 8,125 80 54 2,991 25,394  7.16～10.16 81 氷河時代
29
4,127 450 3,373 1,630 9 62 7,119 16,770  4.22～ 6. 4 39 石は地球のワンダー
4,534 630 4,854 4,615 55 31 1,943 16,662  7.15～10.15 81 瀬戸内海の自然を楽しむ
62,904 42,989 23,677 11,859 504 255 ── 142,188  7.25～ 9. 3 41 メガ恐竜展　※
10,317 378 3,297 10,397 28 10 988 25,415  3.10～ 3.31 19 恐竜の卵
30 20,660 482 7,833 20,011 31 87 3,858 52,962  4. 1～ 5. 6 33 恐竜の卵
9,753 1,218 5,470 4,880 156 66 3,484 25,027  7.21～10.21 79 きのこ！キノコ！木の子！






年　月　日 団　　体　　名 使　　用　　目　　的 人　数
R 1 .11.30 日本ハムキャリアコンサルティング㈱ 日本ハムグループ合同業界研究会 250
R 2 . 1 .25 （公財）日本自然保護協会 シンポジウムと分科会 200
■特別展示室（ネイチャーホール）
　令和元年度　 3 件
年　月　日 団　　体　　名 使　　用　　目　　的 人　数
R 1 . 6 .23 ～ 6 .30 朱鷺国際フォーラム 朱鷺文化展 5,000
R 1 .11.29 ～ 12. 1 一般社団法人日本書道技術師認定協会 日本書道展 1,000
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　　　　　　地下 1 階、地上 3 階
■主要各室面積・天井の高さ
　（展示用施設） 計 2,427.48㎡ （天井の高さ）
ナウマンホール  550.35㎡  11.00ｍ
第 1 展示室   360.55㎡  3.30ｍ
第 2 展示室   486.64㎡   7.20ｍ
第 3 展示室   403.10㎡  4.70ｍ
第 5 展示室   360.55㎡  4.20ｍ
2 階ギャラリー   266.29㎡   6.80ｍ
（研究用施設） 計 1,802.82㎡
館長研究室・暗室 各 18.27㎡  2.70ｍ
動物・昆虫・植物・地史研究室
 各 47.56㎡   2.40ｍ
第四紀・外来研究室 各 36.54㎡   2.40ｍ
生物実験室    49.20㎡   2.40ｍ
化学分析室・サーバー室 各 18.27㎡  2.40ｍ
電子顕微鏡室     37.43㎡   2.70ｍ
動物標本制作室     37.71㎡   2.40ｍ
昆虫・植物標本制作室 各 36.54㎡  2.40ｍ
化石処理室     47.56㎡   2.40ｍ
石工室     22.21㎡  2.70ｍ
展示品製作室     28.05㎡   2.70ｍ
旧第 1 収蔵庫    207.09㎡  3.00ｍ
旧第 2 収蔵庫   310.08㎡  3.00ｍ
旧第 3 収蔵庫    207.09㎡  3.00ｍ
旧第 4 収蔵庫    310.08㎡   3.00ｍ
書　庫    100.30㎡   7.40ｍ
編集記録室  　 36.54㎡  　2.40ｍ
（普及教育用施設） 計 604.27㎡
講堂（映写室・控室含む）   319.09㎡  　2.60ｍ
   （平均）
ミュージアムサービスセンター  93.30㎡  　2.70ｍ
集会室   95.12㎡   2.70ｍ
旧実習室   96.76㎡ 2.70ｍ
（管理用施設）  計 907.49㎡
館長室  36.54㎡ 2.70ｍ
1 階部屋  18.27㎡ 2.70ｍ
事務室   83.34㎡ 2.70ｍ
応接室   29.54㎡ 2.70ｍ
休憩室   16.85㎡  2.55ｍ
警備員室   17.64㎡ 2.70ｍ
会議室  47.56㎡ 2.70ｍ
機械室  472.35㎡ 5.85ｍ
電気室  89.92㎡ 5.85ｍ
旧自家発電気室   49.16㎡  5.85ｍ
旧中央監視盤室    28.05㎡  2.40ｍ
（共通部分） 計 1,323.95㎡
1 階廊下   118.27㎡  2.70ｍ
2 階廊下   102.29㎡ 2.40ｍ
ロッカールーム   60.59㎡  2.85ｍ
エレベーターホール（荷物用）  123.16㎡
ファンルーム（南・北側）   各 16.80㎡
荷捌室   161.69㎡  2.70ｍ
玄関ホール    125.10㎡ 3.25ｍ
ナウマンホールエレベータ   7.00㎡
倉　庫   106.56㎡
1 階ホール便所    76.26㎡
2 階ホール便所     37.56㎡
管理棟便所     43.47㎡
ダクトスペース    102.70㎡
階　段    179.30㎡
その他  　 46.40㎡
総計　   7,066.01㎡
■階数別面積
　地階……   855.07㎡ 3 階………550.95㎡
　 1 階…… 3,178.35㎡ 屋階……… 76.93㎡
　 2 階…… 2,404.71㎡
■各室定員
　講　堂………266人 集会室……… 48人
　会議室……… 22人 旧実習室…… 31人
　展示室（1階）415人 展示室（2階）400人
　地　階………  3人
■工　　期　昭和47年 1 月21日～昭和48年 3 月31日
■総事業費 10億1,000万円









・第 1 展示室ディスプレイ（㈱日展）  2,200万円
・第 2 展示室ディスプレイ（㈱乃村工芸社）
  2,500万円









　・国庫補助金      3,000万円（47. 10. 13付交付決定）







　　　　　　地下 1 階、地上 2 階塔屋付建物
■主要各室面積・天井の高さ
（展示用施設） 計 1,403.76㎡ （天井の高さ）
大阪の自然誌   638.82㎡  　4.20ｍ
ネイチャーホール   764.95㎡  　7.00ｍ
（研究用施設）  計 1,971.50㎡
準備室兼置場（ 1 ）  47.99㎡ 4.00ｍ
準備室兼置場（ 2 ）   68.34㎡ 4.00ｍ
冷蔵庫室    21.99㎡ 5.00ｍ
資料前処理室    20.14㎡ 4.00ｍ
一般収蔵庫   748.34㎡ 5.00ｍ
特別収蔵庫   688.22㎡    5.00ｍ
液浸収蔵庫   323.48㎡ 5.00ｍ
前室（ 1 ）   36.80㎡ 4.00ｍ
前室（ 2 ）   16.20㎡ 4.00ｍ
（普及教育用施設）  計 256.08㎡
自然の情報センター  111.11㎡     5.00ｍ
ミュージアムサービス  39.22㎡ 5.00ｍ
実習室  105.75㎡ 3.00ｍ
（管理用施設） 計 937.36㎡
総合監視センター  32.78㎡  5.60ｍ
空調機械室  116.93㎡ 6.50ｍ
機械室  722.99㎡ 5.60ｍ
ＥＶ機械室   49.08㎡ 5.60ｍ
技術スタッフ室  15.58㎡ 3.00ｍ
（共通部分） 計 431.30㎡
地下 １ 階廊下  28.74㎡ 3.00ｍ
1 階廊下  48.30㎡ 3.00ｍ
1 階渡り廊下  15.21㎡ 3.00ｍ
2 階渡り廊下  15.21㎡    3.00ｍ
プロムナード  28.00㎡  5.00ｍ
2 階便所  57.02㎡ 2.50ｍ







　 2 階……  993.04㎡
































 制　　　定 　平成31年 4 月 1 日






















第 3条　博物館の供用時間は、午前 9 時30分から午後
5 時までとする。ただし、11月 1 日から翌年 2 月末
日までの期間については、午前 9 時30分から午後 4
時30分までとする。 
2 　前条第 2 項及び第 3 項の規定は、博物館の供用時
間について準用する。この場合において、同条第 2
項中「前項」とあるのは「第 3 条第 1 項」と、「休館
日を変更し、又は臨時の休館日を定める」とあるの
は「供用時間を変更する」と、同条第 3 項中「前項」
とあるのは「第 3 条第 2 項の規定により読み替えら
れた第 2 条第 2 項」と読み替えるものとする。 
（使用の許可）



































































（1）  観覧料（特別の展示に係るものを除く。） 1 人
1 回につき別表第 2 に掲げる金額 
（2）  特別の展示に係る観覧料 特別の展示ごとに定
める額 
（3）  貸出料 その都度理事長が定める額 











































別表第 1 （第 4 条、第11条関係）
区分 施設使用料
講堂 1 室 1 日につき17,000円
















高 等 学 校、
高 等 専 門 学
校、 大 学 及
び こ れ ら に
準 ず る 教 育
施 設 に 在 学
する者
200円 180円 160円 140円









































冷房設備、暖房設備 3,500円 5,000円 8,500円
拡声装置 1,800円 1,800円 3,600円 
マイク 500円 500円 1,000円 
ワイヤレスマイク 1,100円 1,100円 2,200円 
テープレコーダー 900円 900円 1,800円 
スライド映写機
（スクリーン付） 1,300円 1,300円 2,600円 
16ミリ映写機
（スクリーン付） 4,200円 4,200円 8,400円 
ビデオ装置 2,200円 2,200円 4,400円 
液晶プロジェクター
（スクリーン付き） 1,900円 1,900円 3,800円 
備考　この表中「午前」とは午前 9 時 30 分から正午
までをいい、「午後」とは午後 1 時から午後 5 時ま
でをいい、「全日」とは午前 9 時 30 分から午後 5 時
までをいう。 ただし、 11月 1 日から 2 月末日までの期































































は、当該所持者及び所持者 1 名につき 1 名の介護者
の観覧料及び特別の展示に係る観覧料を免除する。 
（1）  第 1 項第 3 号に掲げる法律の規定による身体
障害者手帳 





















（1）  児童委員証 
（2）  青少年指導員証、青少年福祉委員証 



























（1）  入場の日時 
（2）  団体等の名称、代表者の氏名及び主たる事務
所の所在地 
（3）  視察の目的 
（4）  入場者の予定人員 
（5）  視察する者の代表者の氏名 
（6）  その他館長が必要と認める事項 
（施設使用料等） 
第 9条　次に掲げる各号のいずれかに該当するとき


















（3）  使用の目的 
（4）  使用する施設及び附属設備 
（5）  入館者の予定人員
（6）  その他館長が必要と認める事項 
附則







 制　　　定 　平成31年 4 月 1 日 















































































































1 　この要項は、平成31年 4 月 1 日から施行する。



